
 

 

①文化の力による日本全体の地方創生の推進に，京都が積極的な役割を果たすために 

1 

２ 日本の「文化力」をより一層向上させるための 
  連携及び支援の充実 
 機能強化される新・文化庁との連携も見据え，日本の「文化力」の更なる向上と
世界への発信に貢献するため，次のとおり求めます。 

提案・要望事項  
 国が取り組むプロジェクトと連携し，文化芸術立国を牽引  

 ⑴ 国が進める「文化プログラム」事業のより強力な推進及び 
   「京都文化力プロジェクト2016-2020」への連携・財政支援 
 ⑵ 日本のマンガ文化の総合拠点「京都国際マンガミュージアム」の 
   「MANGAナショナル・センター（仮称）」としての位置付け 

 京都の文化資源を活かして，日本文化を守り，創造・発信する取組  

 ⑶ 世界遺産・二条城が文化財の保存と積極的活用のモデルとなる 
   ための取組や，その価値を次代へ継承するための本格修理事業 
   への財政支援 
 ⑷ 日本の文化芸術を牽引し，国内外に発信する機能を高めるための 
   京都市美術館へのハード（再整備事業）・ソフト（展覧会運営等） 
   両面の財政支援 
 ⑸ 伝統芸能文化センター機能（伝統芸能に関する総合的な相談や 
   先駆的取組，ネットワーク構築等）の推進に向けた支援 

（文化庁，国土交通省） 

市・府共同提案（⑴） 



 

 

City of Kyoto 

   
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑴ 国が進める「文化プログラム」事業のより強力な推進及び 
 「京都文化力プロジェクト２０１６－２０２０」への連携・財政支援 

 文化芸術を基軸に観光・産業，教育，福祉，まちづくり等の様々な政策分野を融合し，新たな価値の創出を目指し，平成２９年３月に「第２期    

京都文化芸術都市創生計画」を策定。文化庁の全面的な京都移転を踏まえ，計画における重要事業の１つとして「京都文化力プロジェクト 2016-2020」

のより多彩な取組を「文化プログラム」とともに強力に推進し，京都が「文化芸術立国」の実現に向けて，その中核を担う。 

「文化芸術立国」の実現に向けて 

「京都国際マンガミュージアム」についても，センターの
ハブとしての位置付けを！ 
 

国 
（文化庁） 

 

京都市 
 オール京都で文化の祭典（京都文化力プロジェクト）を実施    

 

 

                   ２０１８年         ２０１９年                         東京２０２０オリンピック・パラリンピック     

全国で文化プログラムを実施                        東京2020Nipponフェスティバル期間の文化プログラムの実施 

国の取組と連動し， 
国内外を魅了する文化プログラムを実施 

・「文化プログラム」と「京都文化力プロジェクト」との連携・共同開催 
・「京都文化力プロジェクト」への財政支援 

⑵「京都国際マンガミュージアム」の「MANGAナショナル・センター（仮称）」としての位置付け 
 

 現在，「マンガ・アニメ・ゲームに関する議員連盟」

を中心に，マンガ・アニメ・ゲーム（MANGA）に関する 

「①資料の蓄積」，「②人財の育成や産業振興」， 

「③点在する関連施設の連携拠点としての国際的な情報

発信と人の交流の促進」を目指す拠点「MANGAナショナ

ル・センター（仮称）」の整備が検討されている。 

 施設の立地については，センターのハブ（軸）としての  

機能を東京に，資料収蔵を主とする機能を地方に分散設置

することが検討されている。 

 東京だけでなく，文化首都・京都からも MANGA を世界に発信し，
MANGA文化で日本全体を元気に。 

① 京都国際マンガミュージアム 
  出版社や国会図書館にも保存されていない希少なバックナンバー等， 
 約 30万点を収蔵。年間約 30万人が来場。 
② 特色あるコンテンツ企業 
  映画撮影所，世界的なゲーム関連企業など，特色ある企業が存在。 
③ コンテンツ系の教育機関 
  38の大学・短期大学が集積し，全学生に占める芸術系学部生の割合が 
 全国平均の約２倍（京都市 5.1％ 全国 2.7％） 
  （マンガ・アニメ＝京都精華大学等，ゲーム＝立命館大学等） 
④ 官民一体となった取組例 
  京都国際マンガ・アニメフェア，KYOTO CMEX（京都シーメックス）等 
 

現状 コンテンツ分野における京都の強み 

2020年度 

様々な分野を融合した総合的な祭典の実施 

 

  

 

【リーディング事業】2017年度：舞台芸術 2018 年度：美術・工芸 2019 年度：くらしの文化 

要望 
 

効果 


